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[bookmark: _Hlk127292483]授業公欠届（新型コロナウイルス感染症関係）
     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　月　　　日
  　　　　　学部長（研究科長）　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　所　　属 　　　　     　　　             
    　　      　                 　　       　　　　　　 学生番号　　　　　　　　 　　　　  　　　
        　　    　               　　        　　　　　　氏　　名　　　　　　　　 　　　　      　

このたび，新型コロナウイルス感染症の関係により通学できない（できなかった）ため，出席できない（できなかった）授業科目を届け出ます。

１．理由（以下から選択してください。）　　　　　　
(1) 新型コロナウイルス感染者と特定された場合　…　定められた療養期間
(2) 新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者に特定された場合　…　定められた待機期間
(3) 以下のような体調不良の場合
　・38度以上の発熱。
・咳，咽頭痛，息苦しさや倦怠感の症状。
…　主要症状が消失するまで 
[bookmark: _GoBack](4) 海外から帰国・再入国した者が，自宅等待機する期間　…　条件に応じて定められた期間
(5) 日本の入国制限，日本への渡航制限又は航空便の欠航等により，授業開始までに入国ができない場合
(6) ワクチン接種のため，またはワクチン接種後の副反応により，通学及び対面授業を受けることが困難な場合
(7) 上記の他，新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から，部局長が必要と認めた場合


２．通学できない（できなかった）期間　令和　　　年　　　月　　　日　～　　　年　　　月　　　日見込み

３．出席できない（できなかった）授業科目
月日（曜日）・時限
講義番号
授業科目名
担当教員名


































































【注意事項・手続き方法】
　１　公欠の対象となる事情がある場合は，上記を記入（タイプ入力可）し，所属学部等の教務担当へ，メール等により提出してください。なお，以下の場合は，それぞれに定められた証明書等を添付するとともに，事由消滅後ただちに提出することを原則とするが，最大で２週間までを提出期限とする。
(1) 新型コロナウイルス感染者と特定された場合
〇診断書，治癒証明書，医療機関を受診したことがわかる書類のいずれか（コピー可）
(2) 新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者に特定された場合
〇濃厚接触者となった経緯をまとめたもの（日時・待機期間等）。※様式自由
(3) 以下のような体調不良の場合
・38度以上の発熱
・咳，咽頭痛，息苦しさや倦怠感の症状
〇医療機関を受診したことがわかる書類（領収書等）のいずれか（コピー可）
　 （6）ワクチン接種のため，またはワクチン接種後の副反応により，通学及び対面授業を受けることが困難な場合
〇ワクチン接種券の控えおよびワクチン接種済み証明書等，ワクチンを接種したことがわかる書類のいずれか（コピー可）
　２　提出後，公欠扱いとなった授業の措置について，授業担当教員の指示を確認してください。
　３　試験が受験できない（できなかった）場合は，併せて「追試験願，受験延期願」等により，所定の手続きを行ってください。
　４　本届及び添付書類に記載された個人情報については，公欠の手続業務及び学内関係者への報告にのみ利用します。
